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おぢば帰り ②
おやさと研究所長永尾教昭 Noriaki Nagao 

イスラム教のマッカ巡礼と天理教信者度となく断食をしているが、ある信者が

の 「おぢば帰り」について少し考察して参拝できない日に一日中塩気断ち、煮物

みたい。ちなみに天理教のイスラム研究断ちなどをするのに対して、教祖は、神

については、イスラム専門家である本研は可愛い子供が苦しむのを見て喜ぶわけ
(3) 

究所の澤井真研究員が本誌上でも幾度かではないと諌めている。

言及している。 上記に述べた旧約聖書に出てくるアブラ

世界のイスラム教は一つの教団としてハムの献児に類する話が、教祖伝にも出て

統括されているわけではないので当然だくる。教祖が「月日のやしろ」になる以前、

が、マッカはぢばのような教団本部の所在預かった乳飲み子が天然痘にかかり瀕死の

地ではない。ムスリムは生涯に最低一度重体に陥った時、教祖は氏神に我が子二人、

はマッカヘの巡礼が義務付けられている。 場合によってはそれに加えて我が身を犠牲

巡礼の意義は、自己犠牲の精神を持って、 にしてでも、その子を救けてもらいたいと

アッラーに帰依する心を培うことにある

という。そして、それは預言者イブラヒー

ム（アブラハム）が、子どもを犠牲にし

てアッラーに捧げた心に由来するともい
(I) 

う。すなわち、カーバ神殿に詣でること

自体もさることながら、道中の様々な困

難を克服してマッカを目指す精神修養的

祈っている。しかし、これはあくまでも立

教以前の教祖の人間性を知る一つの逸話で
(4) 

あり、そのような教理があるわけではない。

話を戻すと、「おぢば帰り」とマッカな

どの巡礼が趣を異にするのは、ぢばは帰参

行程の苦労を体験するということよりも、

むしろぢばに参拝すること自体が目的で

な面にも重きが置かれているのだと思う。 ある。さらに天理教の場合、教会祭典日の

そういう意味では日本のお遍路にも通じ変更といった教会行政的な用務でぢばに

るところがある。ムスリムたちは巡礼を参ることもある。外部から見ればそれは

成し遂げることで、身も心も神に捧げて単なる事務的手続きに見えるが、すでに

奉仕することを表すことになるのだろう 。 述べたように天理教信者にとってそれは

一方、 「おぢば帰り」も、道中の苦労を決して俗事にカテゴライズされる事項で

克服することにもその意義を見出す人ははなく、神の許しを得るための聖なるご

いる。前号で触れた中川よしもその例だ用に他ならない。加えて、信者が内なる

し、今でも敢えて徒歩でぢばに詣でる信者精神の成人と同時に、各種講習会に参加

もいる。しかし、それらはあくまでも個々するなどして外形的な成人の階梯(-信

人の自己を律する求道精神の発露であっ者からようぼく、さらに教人、教会長など）

て、そのような一種の自己犠牲を称揚すを経ていくためにもぢばに帰参する。

るような教理はないと思う。 ［註］

むしろ教祖は信者たちに、自らの身を （1)渥美堅持 『イスラーム教を知る事典』東京

痛める修行的実践を否定している。例え 堂出版、 1999年。

ば、一晩中、川に身を浸してからおたす
(2)『稿本天理教教祖伝逸話篇』64「やんわり

伸ばしたら」。
け（布教活動）に回っていた信者に 「こ

(3) 同 161 「子供の楽しむのを」。
の道は、身体を苦しめて通るのやないで」

（2) （4)筆者は過去に特に人権意識の強い国の人た

と戒めている。 ちからこれに疑問を呈された際、天理教に

またイスラム教にはラマダンという断 は、他人の救済のために実子の命を犠牲に

食月がある。一方、天理教の教祖自身は幾 せよといった教理はないと説明した。
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